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令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）  
 

視点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月８日実施） 

(令和２年度策定) 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒一人ひと
りが自立と社会
参加に向けた学
習内容や指導方
法 の 充 実 を 図
る。 
 
 
 
 
②成人年齢や選
挙権年齢の引き
下げに対応した
教 育 を 実 施 す
る。 
 

①主体的、対話的で深
い学びの実践や、３年
間の系統立てた授業計
画の評価を行い、授業
改善につなげる。 
 
 
 
 
 
②成人年齢、選挙権引
き下げに伴い、主体
的・対話的で深い学び
の授業を定着してい
く。また、指導の共有
化を図る。 

①授業参観や、授業公
開を行い、授業改善に
活かす。また、指導案
や年間指導計画の書式
を変更し、評価を活用
できる仕組みを作る。 
 
 
 
 
②消費者教育、主権者
教育、人権教育の充実
を図りながら、社会の
中での自分の役割を気
付かせていく。指導案
や教材の蓄積、共有化
を図る。 

①授業参観等で得られ
た意見や感想を、授業
改善に活かせたか。ま
た、指導案や年間指導
計画の評価を活かした
授業を計画できたか。 
 
 
 
 
②「シチズンシップ教
育（指導用参考資
料）」等を活用し、新
学習指導要領に即した
授業展開ができたか。
また、「授業の宝箱」
内の整理、教科会等を
活用して共有化ができ
たか。 

①授業参観を各学年年
２回設定し、保護者か
らの意見を生かした授
業改善ができ、学校ア
ンケートでも一定の評
価を頂いた。年間指導
計画の書式に R6年度
より評価の項目を取り
入れる。 
 
②授業担当者へのアン
ケートや教材等から、
学習指導要領を意識し
て「消費者教育」「環
境問題」「政治参加教
育」「人権教育」の授
業展開ができた。 

①年間指導計画や指導
案の評価を生かした授
業計画を取り組むまでに
は至らなかったが、年間
指導計画の評価を学習
評価に活かし、引き続き
授業改善に繋げる。 
 
 
 
②シチズンシップ教育は
複数の授業、または教
科横断的に扱っていく
必要がある。教科会等を
利用して指導内容の連
続性の検討をしたい。 
あわせて「授業の宝
箱」内にある教材の資
料整理を行っていく。 

【ｱﾝｹｰﾄ】とても良い、だい
たい良いの合計） 
保護者 84.0%(2.1↘) 
生徒 81.7%(0.7↘) 
＊(  )は前年比 
・じっくりと作業等に取り
組めるようになり、1 つの
ものを作り上げた達成
感、最後までやり通せた
自信を、子供自身が感じ
られていた。 
 
・コロナもあって一年生
の時にはなかなか生徒
たちの様子を見る機会
がなかったが、今年度は
授業参観や作業（校内
実習）見学もあり、様子
を知ることができた。 

①感染症対策を施しな
がらの授業参観であっ
たため、廊下からの授
業参観となったが、参
観後にアンケートを取
り、２学期以降の授業
改善に生かすことがで
きた。授業参観をして
いない保護者の意見
聴取方法に課題が残
る。 
②シチズンシップ教育
の一環として、主権者
教育を意識した形式で
生徒会役員選出選挙
を行った。実際に使用
される投票箱や投票ブ
ースを選挙事務所から
借り受け使用すること
で、将来の投票による
政治参加を意識させる
ことができた。 

①授業改善につなが
る学習指導案の検討
を計画的に実施する。
また、保護者や学校運
営協議会委員の方々
に授業公開すること
で、客観的な評価をい
ただき、教職員個々の
授業改善につなげ、指
導力を向上させる。 
 
②プリント学習や調べ
学習の他に、より主体
的、対話的に学べる選
挙体験学習や模擬投
票等の学習を積み重
ねることで、社会参画
の意識を持ち、自立に
向けた実践力を身に
つける授業を行う。 
 

２ 
生徒指導・

支援 

①生徒の個々の
実態を的確に把
握し、生きる力
となるような指
導 や 支 援 を 行
う。 
 
 
②社会生活に必
要な、他者との
協 調 ・ 思 い や
り、規範・モラ
ルの意識を育む
指導を充実させ
る。 

①生徒一人ひとりの実
態や発達段階を把握
し、集団や個別での授
業に活かす。 
 
 
 
 
②生徒同士のコミュニ
ケーション力の向上を
目指し、他者理解や協
調性を養う。 

①個別教育計画の新書
式の活用と、次年度に
向けた書式の検討を行
う。アセスメントで把
握した実態や発達段階
を授業に活かす。 
 
 
②体験型、グループワ
ークの活用、行事等で
の縦割りの活動を実施
し、生徒同士のコミュ
ニケーション力を養
う。また、実習や校外
学習等を通して社会の
ルールを学ぶ。 

①個別教育計画の新書
式の活用や次年度の書
式について様々な意見
を取り入れ見直しでき
たか。また、アセスメ
ントで把握した実態等
を授業に活かせたか。 
 
②グループワークや縦
割りの活動を設定し、
生徒同士のコミュニケ
ーション力を養うこと
ができたか。また、実
習や校外学習等で、社
会のルールを学ぶ場面
を設定できたか。 

①新書式は、承認を受
け来年度の新１年より
実施となった。現在、
より具体的な書き方を
提示するための仮の生
徒像で試作を作成中で
ある。 
 
②New Yokohina Week
では、新しい取り組み
として３年生が１年生
に模擬店運営における
様子や課題を伝え質問
しあうことで生徒のコ
ミュニケーション力の
向上や他者理解、協調
性を養うことができ
た。 

①４月に試作を提示
し、作成のための説明
会を丁寧に行っていく。 
 
 
 
 
 
②校内だけでなく、自
分の思いを的確に表出
できる力の向上や社会
生活において他者・社
会との適切な関りを引
き続き目指す。 

【ｱﾝｹｰﾄ】とても良い、だい
たい良いの合計） 
保護者 83.2%(2.0↗) 
生徒 68.2%(2.4↘) 
・コミュニケーションを高
める訓練、自信をつけさ
せる体験、友達との交流
や学校生活の思い出作
りなど、様々な体験がで
きる授業計画が必要で
ある。 
 
・基本的なこと（あいさ
つ、マナー、ルール、社
会性）などが身につくよう
に、繰り返し指導をして 
いくとよい。 

①新書式の個別教育
計画を作成・活用する
ために、変更箇所や記
入時の注意するポイン
トなど、わかりやすいマ
ニュアルを作成した。
職員全体が活用できる
よう、どのように周知し
ていくか検討が必要。 
②模擬店運営におい
て、上級生が下級生に
指導し、互いにしっか
りとコミュニケーション
をとる場面が見られ
た。 

①全職員が新書式の
記入内容を把握できる
ように、職員個人に任
せずチームで組織的
に対応する。生徒の実
態把握を正確に行い、
年度末には、書式の見
直しを行いブラッシュ
アップしていく。 
②クラス内、他学年、
地域の高校生とのコミ
ュケーション力の向上
をめざし、授業におい
て、生徒同士がコミュ
ケーションを図れる活
動を意図的に設定す
る。 

３ 
進路指導・

支援 

①生徒が納得で
きる進路選択を
実現できるよう
に、生徒の実態
と思いを反映し
た指導、支援を
行う。 

①-1 生徒自身が課題を
意識できる教科等横断
的な取組を検討し、３
年間を通じた系統的な
進路学習を進める。 
 
 
 
 
 
 
①-2 家庭と学校の連
携を深め、保護者のニ
ーズを的確に捉える。
ホームページの活用な

①-1就労準備性ピラミ
ッドを活用した職員対
象の研修等を複数回実
施し、３年間の見通し
をもった進路指導の充
実に繋げる。教科会や
作業ユニット会等を通
じて、生徒自身が課題
を意識できる教科等横
断的な取組を検討す
る。 
①-2 アンケートの実施
や面談等により、保護
者のニーズの把握に努
める。保護者対象進路

①-1 生徒の実態に応じ
た課題を見極め、生徒
自身が課題を意識でき
る教科等横断的な取組
を検討・実践すること
ができたか。 
 
 
 
 
 
①-2 保護者のニーズを
把握し、必要な情報を
わかりやすく提供をす
ることができたか。情

①-1「積極的にあいさ
つすること」を課題と
して学部全体で取り組
んだ。中でもポスター
や給食時の校内放送で
の生徒会役員による呼
びかけは、生徒たちが
課題として意識し、あ
いさつに取り組むきっ
かけとなった。 
 
①-2 よこひな通信や校
内掲示板等を活用し、
保護者向けに情報を発
信した。また、体験会や

①-1「あいさつ」につい
て、在学中に身につけ
た力の一つとして継続し
ていく必要がある。また、
本校の進路学習内容一
覧を基に、３年間の進路
指導についての整理を
進め、より一層教科等横
断的な取組につながる
ようにする。 
①-2進路見学会の行先
の精選や校内掲示板の
さらなる整理等を行い、
保護者のニーズに応じ
た情報提供を行う。進路

【ｱﾝｹｰﾄ】とても良い、だい
たい良いの合計） 
保護者 88.0%(2.4↗) 
生徒 76.8%(2.6↗) 
・進路選択に向けて学
校単位での見学、特に
個人では行けない企業
の見学（特例子会社な
ど）があるとよい。 
 
・進路＝社会活動（就
労）について、生徒に作
業で体験させつつ、より
就労を意識できるような
授業をお願いしたい。ま

①就労準備性ピラミッ
ドを活用し、身に付け
ておきたい力を提示す
る中で、特にあいさつ
に主眼を置いた指導を
様々な授業の中で行
い、生徒たちにあいさ
つの大切さを考えさせ
ることができた。今後は
就労に大切な体力や
集中力を養うためにも
教科間での協力が必
要である。 
②前年度より進路関係
の見学会や研修会が

①現場実習から見えて
きた課題や就労準備
性ピラミッドを活用し、
あいさつからコミュニケ
ーションが始まる大切
さを、生徒自身が意識
して実践していけるよう
進路担当、担任、保護
者が情報を共有してい
く。 
②個別面談での進路
希望の情報を、担任、
進路担当者で密に連
絡を取り、将来の進路
希望に沿った進路見



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月８日実施） 

(令和２年度策定) 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 27日実施） 成果と課題 改善方策等 

ど、よりわかりやすく
タイムリーな情報を発
信する場を整える。 

研修会を開催する。ホ
ームページや通信、校
内掲示等、情報を視覚
的に提供する。 

報発信の場を広げるこ
とができたか。 

見学会等の案内を迅速
に行い、保護者へ最新
の情報を提供できるよう
努めた。 

研修会や面談等を通じ
て、家庭と協力しなが
ら、在学中に身につけて
おきたい力を育てる。 

た、就労だけではない進
学又は生活支援もある
等の指導があるとよい。 

増えたと評価していた
だいた半面、見学先が
生徒・保護者のニーズ
に合ってない場所もあ
るという意見を頂いた。 

学会を設定するように
心がけ、保護者のニー
ズに応えるようにしてい
く。 

４ 

 

 

 

地域等との

協働 

① 地 域 と 連 携
し、教育活動や
防災体制の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②センター的機
能を発揮し、地
域の支援教育の
推進を図る。 

①-1 より地域と連携
し、自己肯定感を高め
られる授業を全職員で
検討し、展開してい
く。また、地域と連携
した様々な活動の様子
を広く発信していく。 
 
 
 
 
 
①-2 地域と連携した防
災教育のさらなる充実
や職員研修等を通した
防災体制の強化を図
る。また、活動の内容
を積極的に発信する。 
 
 
 
 
 
 
②センター的機能につ
いて近隣高校を含めた
地域に広く発信してい
く。また、近隣学校等
のニーズに応じた支援
策を提供できるよう、
校内職員の連携を強化
する。 

①-1情報共有や検討の
場としての作業ユニッ
ト会を充実させる。地
域と連携した活動を展
開していくための仕組
みづくりを行う。ま
た、よこひな通信やホ
ームページ等を活用
し、活動の様子を発信
する。 
 
 
①-2地域防災拠点や消
防署と連携した防災教
育、職員研修会を計
画・実施する。また、
活動の内容が家庭にも
伝わるようよこひな通
信やホームページ等を
通して積極的に発信す
る。 
 
 
 
②センター的機能に関
する校内職員向けの研
修会の実施等を通じ
て、センター的機能と
役割についての理解を
深める。人的資源や教
材等の校内資源の掘り
起こしを行う。 

①-1生徒の自己肯定感
を高められるよう、
様々な視点から活動内
容や授業展開等を検討
することができたか。 
よこひな通信やホーム
ページ等のツールを活
用した情報発信をする
ことできたか。 
 
 
 
①-2地域や消防署と連
携した防災教育や職員
研修について計画・実
施することが出来た
か。また、活動の内容
を定期的に発信するこ
とができたか。 

 
 
 
 
 
②センター的機能と役 
割についての校内職員
の理解を深めることが
できたか。校内資源を
生かした情報発信の場
の設定や支援策の検討
や提供ができたか。 

①-1作業ユニット会や
校内研究を通じて、生
徒の課題や授業の様子
等を共有した。作業環
境を含む支援の方策に
ついて検討し、実践に
つなげることができ
た。よこひな通信を活
用し、各作業ユニット
での活動を通して地域
の中で活躍する様子を
発信した。 
①-2消防署と連携した
防災教育や職員研修を
実施できた。アンケー
トでは、防災訓練を通
じて防災意識が高まっ
たという保護者
74.7%(15％↗)、生徒
82.2％(3.9↗)であっ
た。積極的な発信によ
り、学校での活動の様
子を知ってもらうこと
ができた。 
②センター的機能や役
割について、校内職員
への説明の場を設けた
ほか、校内支援の充実
を目指した「よこひな
人材バンク」を立ち上
げることができた。ホ
ームページ内に「よこ
ひなの宝箱」を新設
し、授業づくりや支援
のヒントを紹介する
等、校内外向け情報発
信をスタートさせた。 

①-1作業学習以外の場
面においても様々な形で
学校と地域が連携し、生
徒の自己肯定感や自己
有用を高められるような仕
組みづくりを検討してい
く。 
 
 
 
 
 
①-2いつもとは違うシ
チュエーションでの訓
練を行ったことによ
り、様々な課題が見つ
かった。消防署の方の
アドバイスを取り入れ
ながら、校内の防災体
制を見直している。ま
た、地域防災拠点と連
携した防災教育が実施
できなかったので、次
年度実施できるよう、
計画していく。引き続
き積極的な発信を行
う。 
 
②「よこひな人材バン
ク」や「よこひなの宝
箱」の充実や活用を推
進する。センター的機
能としての役割をさら
に発揮できるよう、近
隣学校等と連携に努め
る。 

【ｱﾝｹｰﾄ】とても良い、だい
たい良いの合計） 
保護者 59.7%(11.４↗) 
生徒 82.2%(3.9↗) 
・やりたかったユニット
が、例えばフードでパン
作りをしてみたかったな
ど、本人に選択できない
点は残念だった。なるべ
くいろいろなことを経験
できるカリキュラムを作っ
て欲しい。 
 
・学生生活がここで終わ
る中、さらに積極的にで
きること、「やってみよう」
「やってみたい」と思える
ような支援、授業方法が
まだまだあったのではな
いかと思う。これからはコ
ロナ渦から脱却して、も
っと自由な発想で前向き
に生徒へ支援ができるよ
うな体制づくりが必要。 

①-1 今年度は近隣地
域の老人ホームにお
ける清掃活動や、農家
の収穫作業補助、下
瀬谷地区のケアセンタ
ーでのパン販売など、
地域との交流を図っ
た。作業や販売をする
ことで感謝され、自己
肯定感の獲得が促さ
れた。 
①-2 今まで実施したこ
とがない時間帯や、地
震後の火災など、様々
な場面を想定した避難
訓練を実施した。生
徒・保護者からは、消
防署と連携した防災訓
練に高い評価を頂い
た。今後は地域との共
助や、保護者も参加で
きる形式での訓練のあ
り方を検証する必要が
ある。 
②本校のセンター的機
能を周辺地域の学校
に周知し、相談業務、
研修会講師など精力
的に実施することがで
きた。 
◆教育相談ケース数 
８８回（校内：８４回、校
外：４回） 
◆巡回相談数１５回 
（横浜市：５回、大和
市：1０回） 

①-1地域との交流を
図れるように計画をし
ていく。コミュニケーシ
ョン能力や自己肯定感
を上げるために、様々
な場面で生徒一人一
人が自分は役に立っ
ていると思える経験を
積ませていく。 

 
①-2実際的なシナリオ
での訓練等も行い、有
事の際に生徒が動揺
しないよう経験を積ま
せる。 
訓練等の様子を、ホ

ームページ等を活用し
て、校内外に発信して
いく。 
保護者や地域防災

拠点運営委員会、自
治会の方々ともより密
に連携し、防災教育の
さらなる充実を図る。 
②近隣地区の福祉施
設や公共機関と顔の
見える関係作りを行
い、センター的機能に
さらなる幅を持たせ、
様々なニーズに対応
できるようにしていく。 
ホームページや地

域ブロック内の様々な
会議を利用して、広く
発信していく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①安全な環境を
整備し、生徒が
安心して学ぶこ
とができる学校
づくりを推進す
る。 
 
 
 
 
②教職員が生徒
と向き合う時間
を確保し、効果
的な教育活動を
実現する。 
 
 

①社会の流れ等を踏ま
えて、教職員の人権意
識等を高めるための取
組を継続し、信頼され
る学校づくりを推進す
る。 
 
 
 
 
②生徒と向き合う時間
の確保に向け、業務改
善と事故防止の観点か
ら、物的・人的資源を
活用し、適正な業務の
管理や効率化を図る。 
 

①学校の課題やニー
ズ、社会情勢の変化を
見極めて研修会を設定
する。参加者に対し
て、研修の目的や研修
後の変容等を明確にす
るために、アンケート
を実施する。 
 
 
②事故防止に向けた仕
組み作りや環境整備に
努める。業務アシスタ
ント、業務サポーター、
ICT サポーターの効果的
な活用を促進する。 
 

①研修後のアンケート
で、回収率および研修
目的達成の回答が８割
以上であったか。ま
た、研修後の気づきを
明確にすることができ
たか。 
 
 
 
②事故防止に向けた仕
組みや環境整備によ
り、教職員の意識が高
まったか。業務アシス
タント等を活用した業
務依頼件数が増加した
か。 
 

①「人権」「生徒指
導」「思春期の心」に
即した研修会を設定で
きた。アンケートでは
多角的な感想が多く見
られた。また、上記の
職員校内研修をよこひ
な通信に掲載し、保護
者に対して周知した。 
②不祥事防止会議を、
各グループで担当し、
当事者意識を持った研
修会にすることができ
た。昨年度より３回多
く実施した。 
 教室等のガラスを透
明なものに変え、死角
をなくすようにした。 
 業務アシスタントの
依頼件数は昨年度と同
等であったが、会計処
理や物品管理、粗大ご
みの整理など多岐にわ
たる業務を行った。 

①アンケートの回収率
が 70％の研修会が 1つ
あった。次年度も 80％
以上の回収率目指し、
研修会後には朝会等を
利用して、職員全体に
アンケート回答を呼び
掛けていく。 
 
 
②それぞれに割り振っ
た研修テーマの担当グ
ループを替え、内容等
についても変更して、
形骸化しないように努
める。 
 業務アシスタントや
業務サポーターに割り
振る仕事内容を検討
し、教員の働き方改革
につながる業務の洗い
出し等を行う必要があ
る。 

【ｱﾝｹｰﾄ】とても良い、だい
たい良いの合計） 
保護者 72.4%(5.9↘) 
・様々な分野の研修を行
って、特別支援学校の
教員としての専門性を高
めてもらいたい。 
 
・毎日、学校に行くのを
楽しみにしている。さら
に、安心安全に学校生
活が送れるように、学校
施設の改善や、生徒同
士の問題が起きないよ
う、いろいろ配慮をお願
いしたい。 
 

①今年度の研修とし
て「虐待を知る」「思春
期の心」をテーマに職
員研修を行った。生徒
の人権を守るための研
修として学びを深める
ことができた。教員とし
ての専門性を高めるた
めに、様々なテーマで
研修を行う必要があ
る。 
②不祥事防止のため
の環境整備として、教
室等のガラスの透明化
を行った。今後教室使
用のルールや、人目に
つかない死角となる時
間や場所がないように
意識していく必要があ
る。 
 

①教職員の専門性、
人権意識をさらに高め
るため、時勢に合った
研修会のテーマ、講師
選定を行う。 
 研修会の内容や研
修の効果等、よこひな
通信やホームページを
活用して、外部に向け
てこまめに発信してい
く。 
②事故防止に向けて、
危険や不安と感じると
ころを気軽に話題にで
きる風通しの良い職場
環境を作る。 
 生徒と関わる時間を
増やす、教員の働き方
を整理するためにも業
務アシスタントを積極
的に活用する。 
 

 


